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１. 平成30年12月期 第３四半期決算概要 
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会社概要 

商 号   株式会社ジェイホールディングス 

本社所在地   東京都港区新橋五丁目14番10号 新橋スクエアビル5階 

設 立   平成 5年 1月 25日 

代 表 者   代表取締役社長  上野 真司 

資 本 金   4億 3,206万円（平成 30年 ９月末時点） 

役 職 員 数   44名 （平成 30年 9月末時点 連結子会社を含む） 

事 業 内 容   スポーツ事業 

  不動産事業 

  Web関連事業 

連結子会社   株式会社ジェイスポーツ 

  株式会社シナジー・コンサルティング 

  株式会社アセット・ジーニアス 
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平成30年12月期 第３四半期ハイライト（１） 

1 外部環境 

✓ 当第３四半期連結累計期間のわが国経済は、政府による経済政策や 
  日銀による金融緩和策を背景に企業収益の回復や雇用環境の改善が 
  継続し、緩やかな回復基調で推移。 
 
✓ 不動産業界 
  賃貸及び売買市場に関しては、雇用環境と企業業績の改善を背景に 
  好調だった前期の水準を維持。 
  投資不動産市場に関しては、資金調達方法の多様化や投資対象物件の 
  バリュエーションが拡大していることなどを背景に投資資金が流入する 
  状況が継続しており、引き続き良好な環境と認識。 
 
✓ インターネット業界 
  ブロックチェーンや人工知能などの先端ＩＴ技術の研究によって、 
  日常社会への活用と普及が進むことにより、更なる需要の拡大が期待。 
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平成30年12月期 第３四半期ハイライト（２） 

2 当社グループのセグメント概況 
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✓ スポーツ事業 
  東山田店は、イベント収入は増加したものの、施設売上の減少等により減収減益。 
  つかしん店は、スクール会員数が増加したものの、施設売上が減少したことにより減収減益。 
 
✓ 不動産事業 
  一棟物不動産販売事業を主たる業務としつつ、同時に区分所有不動産販売事業、 
  区分所有不動産仲介事業等を行う。加えて、一棟物不動産仲介事業等についても強化し、 
  人員増強を含めた経営資源の積極投入を行った。その結果、 
  前年同期比で減収となるものの（ セグメント売上高1,155百万円、対前年同期比54.8%減 ） 
  利益率の改善（前年同期4.6%→12.0%）と 
  増益を実現（ セグメント利益139百万円、対前年同期比18.9%増 ）。 
 
✓ Web事業 
  ブロックチェーン技術を用いた分散型評価経済プラットフォームシステムの 
  開発と納品が完了（新規受注活動を継続中）。 
  不動産管理会社、及び投資用不動産オーナーを対象としたクラウド賃貸管理システム 
 （商品名称 AssetGenius）を開発し、平成30年８月より商業運用を開始。   



（１）四半期損益計算書【連結】 

不動産事業の減収が影響しグループ全体で減収となるものの、収益性は改善 
売上の拡大とともに、収益性のさらなる向上が課題 

  

平成29年 第３四半期 平成30年 第３四半期 

金額 対売上比 金額 対売上比 対前年比 

売上高 2,744,943 100.0% 1,330,963 100.0% 48.5% 

売上原価 2,324,758 84.7% 842,931 63.3% 36.3% 

売上総利益 420,184 15.3% 488,031 36.7% 116.1% 

販管費 329,520 12.0% 382,625 28.7% 116.1% 

営業利益 90,664 3.3% 105,406 7.9% 116.3% 

（単位：千円） 
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※平成29年第３四半期の連結損益計算において、「販売費及び一般管理費」に含めて表示していた「支払手数料」のうち 
 不動産売却仲介手数料6,810千円は、「売上原価」として組み替えております。 



（２）四半期損益計算書【株式会社ジェイスポーツ】 

（単位：千円） 

  

平成29年 第３四半期 平成30年 第３四半期 

金額 対売上比 金額 対売上比 対前年比 

売上高 77,157 100.0% 71,670 100.0% 92.9% 

売上原価 54,343 70.4% 50,680 70.7% 93.3% 

売上総利益 22,813 29.6% 20,990 29.3% 92.0% 

販管費 4,697 6.1% 4,563 6.4% 97.1% 

営業利益 18,115 23.5% 16,426 22.9% 90.7% 
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スポーツ事業：東山田店、つかしん店ともに減収減益 
       両店舗とも売上の拡大が急務 



（３）四半期損益計算書【株式会社シナジー・コンサルティング】 

不動産事業：減収増益（P14参照） 

（単位：千円） 

  

平成29年 第３四半期 平成30年 第３四半期 

金額 対売上比 金額 対売上比 対前年比 

売上高 2,558,376 100.0% 1,155,955 100.0% 45.2% 

売上原価 2,239,622 87.5% 762,672 66.0% 34.1% 

売上総利益 318,753 12.5% 393,282 34.0% 123.4％ 

販管費 201,693 7.9% 254,092 22.0% 126.0％ 

営業利益 117,059 4.6% 139,189 12.0% 118.9％ 
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※平成29年第３四半期の連結損益計算において、「販売費及び一般管理費」に含めて表示していた「支払手数料」のうち 
 不動産売却仲介手数料6,810千円は、「売上原価」として組み替えております。 



（４）四半期損益計算書【株式会社アセット・ジーニアス】 

Web事業：ブロックチェーン技術を用いた分散型評価経済プラットフォーム 
     システムの開発と納品が完了 

（単位：千円） 

  

平成29年 第３四半期 平成30年 第３四半期 

金額 対売上比 金額 対売上比 対前年比 

売上高 109,409 100.0% 103,337 100.0% 94.5% 

売上原価 30,792 28.1% 29,577 28.6% 96.1% 

売上総利益 78,617 71.9% 73,759 71.4% 93.8% 

販管費 9,029 8.3% 13,763 13.3% 152.4% 

営業利益 69,587 63.6% 59,996 58.1% 86.2% 
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（５）四半期貸借対照表【連結】 

新株予約権の行使、利益額の増加等に伴い、純資産額、自己資本比率（※）が上昇 
財務体質の改善が進行中 

（単位：千円） 

前期 
平成29年9月30日 

当期 
平成30年9月30日 

対前年 
9月末比 

前期 
平成29年9月30日 

当期 
平成30年9月30日 

対前年 
9月末比 

流動資産 255,772 540,631 211.4% 流動負債 145,955 190,404 130.5% 

固定資産 129,925 120,184 92.5% 固定負債 12,270 5,180 42.2% 

資産合計 385,697 660,816 171.3% 負債合計 158,226 195,584 123.6% 

純資産 227,471 465,231 204.5% 
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※自己資本比率 
  50.6%（平成29年9月末） 
→ 67.2%（平成30年9月末） 



２. 当四半期の成果、及び今後の課題と対応 
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当四半期の成果、及び今後の課題と対応【スポーツ事業】 

1 当四半期の成果 

✓ 東山田店は、イベント収入は増加したものの、施設売上の減少等により減収減益。 

✓ つかしん店は、スクール会員数が増加したものの、施設売上が減少したことにより減収減益。  

✓ 結果、当セグメントは減収（前年同期比△7.1％）減益（同△9.3％）。 

2 今後の課題と対応 

✓ 「東山田店」「つかしん店」において、顧客基盤の拡大を急務として、 

  スクール会員数、集客の増加を図り、 

  セグメント収入、収益の改善を目指す。 
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当四半期の成果、及び今後の課題と対応【不動産事業】 

1 当四半期の成果 

✓ 前第3四半期には、仲介事業と比較して売上高が大きく売上高総利益率が低い不動産売買の 

  売上が多かったのに対して、当第3四半期は、不動産売買と比較して売上高が小さく 

  売上総利益率が高い仲介事業の売上が多かった。 

  そのため、売上高は前年同期比54.8％減の1,155百万円となったが、 

  営業利益は前年同期比18.9％増の139百万円となった。 

2 今後の課題と対応 

✓ 金融機関との連携の強化、人員補強による営業体制の強化に伴い 

  案件件数、成約件数の増加を図る。 

✓ 当社Web事業部門との連携を強化 

  営業利益の過去最高額を目指す。 
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当四半期の成果、及び今後の課題と対応【Web事業】 

1 当四半期の成果 

✓ 当四半期は引き続き美容医療分野を対象としたポータルサイトの運営により安定した 

  売上高、及び利益率の高い収益を確保。 

2 今後の課題と対応 

✓  不動産管理会社、及び投資用不動産オーナーを対象としたクラウド賃貸管理システム 

  （商品名称 AssetGenius）を開発し、平成30年８月より商業運用を開始。 

   → 売上の拡大に向けて本格的な営業活動開始。 

✓  ブロックチェーン技術を用い、分散型評価経済プラットフォームを活用した事業を行う 

    HAPPY INCENT PTE.LTD.（本社：シンガポール）に対して開発したシステムを納品。 

   → 新規受注活動を継続。 
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【将来見通しに関する注意事項】 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断 

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は 

様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

【本資料に関するお問合せ】株式会社ジェイホールディングス 管理本部 

 TEL:03-6430-3461  E-mail:info@jholdings.co.jp 
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